
Ⅸ  保険年金課  

 

 

 

 

 

（１）概要 

健康保険組合は、健康保険法に基づき国に代わって健康保険事業である被保険者及び被扶養

者（以下「被保険者等」という。）に対する保険給付と保健・福祉事業を行う公法人です。 

健康保険組合は、企業の事業主とその企業に使用される被保険者等で組織されますが、１企

業により組織され 700人以上の被保険者で構成される「単一健康保険組合」と、同業種の複数

の企業により組織され 3,000人以上の被保険者で構成される「総合健康保険組合」があり、法

令の範囲で健康保険組合独自の健康保険事業を行うことができます。 

   東北厚生局では、管内６県に所在する健康保険組合の設立・合併・解散等の事務指導、認可

申請書等の審査事務、届書の確認事務等及び健康保険組合の適正な事業運営を確保するために

実地指導監査を行っています。 

 

（２）実績 

管内の健康保険組合から提出された規約変更認可申請書等の処理件数及び実地指導監査実

施件数は以下のとおりです。 

                    （単位：件） 

 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

規約変更の認可等 578 610 592 603 594 

実地指導監査 11 10 11 11 11 

〔監査における主な指示事項〕 

・ 組合会議員に欠員が生じた場合は、速やかに選挙し補充すること。 

・ 健康管理事業推進委員会の機能が限定的となっていることから、健康保険組合事業運営

指針に規定する、保健事業の企画立案、実施結果の分析、評価を行い、理事会に意見の提出

を行うこと。 

・ 事故防止の観点から、決算結了している年度の法定帳簿（現金出納簿、歳入簿及び歳出

簿）は、差し替えができないよう編綴・製本すること。 

・ 健康保険組合の事業運営が、事業主及び被保険者から納付される保険料によって賄われ

ていることを踏まえ、事業運営に真に必要なものに限り支出すること。 

 

  

１ 健康保険組合に関する業務 

保険年金課は、健康保険組合、全国健康保険協会支部及び企業年金等の監督、認可等

の事務を行っています。 



 

 

（１）概要 

全国健康保険協会は健康保険法に基づき、国に代わって健康保険事業である被保険者等に対

する保険給付と保健・福祉事業を行う公法人です。以前は国が運営し政府管掌健康保険といわ

れていましたが、平成 20 年 10 月１日に全国健康保険協会が設立され、全国 47 都道府県に全

国健康保険協会支部が設置されました。 

東北厚生局では、管内６県に所在する全国健康保険協会支部が行う立入検査等の認可申請書

の審査事務等及び適正な事業運営を確保するため、全国健康保険協会支部に対する立入検査等

を行っています。 

 

（２）実績 

管内の全国健康保険協会支部から提出された認可申請書等の処理件数及び立入検査等実施

件数は以下のとおりです。 

（単位：件） 

 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

認可申請書等の認可 10 3 6 1 1 

立入検査等 2 2 2 2 2 

 

 

 

（１）概要 

   厚生年金基金は、厚生年金保険法に基づき、企業等が厚生労働大臣の許可を受け、国の老齢

厚生年金の一部を国に代わって支給（代行給付）するとともに、独自の上乗せ給付（プラスア

ルファ給付）を行い、各厚生年金基金の加入員に対し、より手厚い老後保障を行うことを目的

として設立された公法人です。 

   平成 25 年の法律改正（公的年金制度の健全性及び信頼性確保のための厚生年金保険法等の

一部を改正する法律）によって平成 26 年４月以降は厚生年金基金の新設は認められないこと

となっています。 

   東北厚生局の管内６県に所在した厚生年金基金はすべて解散または他制度に移行したため、 

解散した厚生年金基金に対する財産目録等の承認申請時の実地監査及び清算業務に関する指

導及び相談等の業務を実施していました。（令和３年度まで） 

 

（２）実績 

管内の厚生年金基金の実地監査実施件数は以下のとおりです。 

                                                 （単位：件） 

 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

実地監査 5 1 2 0 0 

３ 厚生年金基金に関する業務 

２ 全国健康保険協会に関する業務 



 

 

（１）概要 

   国民年金基金は、国民年金法に基づき、自営業者やフリーランスの方など（国民年金の第１

号被保険者）を対象とする老齢基礎年金の上乗せの年金給付です。 

国民年金基金の種類は、（平成31年３月までは）同一都道府県内の居住者で組織する「地

域型国民年金基金（47基金）」と同種の事業等に従事する者で組織する「職能型国民年金基

金（25基金）」がありましたが、平成31年４月に全地域型国民年金基金と22の職能型国民年

金基金が合併した「全国国民年金基金」が設立されました。 

東北厚生局では、平成31年３月までは管内６県に所在した国民年金基金の規約変更認可申

請書等の認可・受理等の業務や当該基金の適正な事業運営を確保するために実地監査を実施

していました。 

 

（２）実績 

管内の国民年金基金の実地監査実施件数は以下のとおりです。 

                                                 （単位：件） 

 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

実地監査 2 0 0 0 0 

 

 

 

（１）概要 

確定給付企業年金は、運営形態により企業法人が法人格のある企業年金基金を厚生労働大臣

の認可を受けて設立する「基金型」と、労使が合意した年金規約を制定し、厚生労働大臣の承

認を受ける「規約型」の２種類があり、年金資産を管理・運用して年金給付を行っています。 

東北厚生局では、管内６県に所在する企業年金基金及び確定給付企業年金を実施している事

業主に係る規約承認・認可申請書、規約変更承認・認可申請書、規約変更届出書等の受理・承

認・認可等の業務及び基金等の適正な事業運営を確保するために書面または実地監査業務を行

っています。 

 

（２）実績 

管内の確定給付企業年金実施事業所から提出された規約変更認可申請書等の処理件数及び 

監査実施件数は以下のとおりです。  

４ 国民年金基金に関する業務 

５ 確定給付企業年金に関する業務 



                                       （単位：件） 

  平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

規約変更の認可等  1,029   1,061   990   966   977 

（新規承認） (7) (6) (3) (0) (0) 

書面監査 120 160 144 111 116 

実地監査 (10) (10) 4(0) 6(2) 3(1) 

  （ ）内は上段の再掲 

〔監査における主な指示事項〕 

・ 事業主は加入者の資格を喪失した者に対して、脱退一時金相当額の移換（企業年金の通

算措置）に関する説明を行うこと。 

・ 特定個人情報の適正な取扱いに関する基本方針及び取扱規程等を速やかに策定するこ 

と。 

・ 確定給付企業年金の業務概況については、法施行規則に規定される標準的な給付額及び

給付設計などを毎事業年度１回以上、加入者に周知すること。 

・ 裁定請求書には、規約に規定する生年月日を証する書類を添付させること。 

 

 

 

（１） 概要 

確定拠出年金は、掛金を企業が拠出する「企業型年金」と加入者自身が拠出する「個人型年

金（iＤeＣo）」があります。 

拠出された掛金が個人ごとに明確に区分され、掛金とその運用収益との合計額をもとに年金

給付額が決定される年金制度です。 

   東北厚生局では、管内６県に所在する確定拠出年金を実施している事業所に係る規約承認申

請書及び規約変更承認申請書・規約変更届出書等の承認・受理等の業務を行っています。 

また、令和４年度より、事業主に課せられた「資産の運用に関する基礎的な資料の提供その

他の必要な措置（いわゆる投資教育）」や「確定拠出年金運営管理機関の定期的な評価」など

の努力義務の履行状況等について把握・確認するため、実施事業所の事業主に対し、運営状況

の確認を行っています。 

 

（２）実績 

管内の確定拠出年金実施事業所から提出された届出報告書等の処理件数及び運営状況の確認を

行った事業所数は以下のとおりです。  

６ 確定拠出年金に関する業務 



                                       （単位：件） 

 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

規約変更の認可等 176   308 306 384 230 

（新規承認） (17) (5) (8) (7) (9) 

運営状況の確認 －  －  －  －  126  

  （ ）内は上段の再掲 




